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佐賀県小@中学校教師における
指導要録改訂に関する意識調査はI)
撫 尾 失日
A survey on the opinions of teachers， at elementary 
and secondary schools in Saga prefecture， inregard to 
the revision of the Cumulative Record (II). 
Tomonobu UTSUO 
開題と自的
王子成元年における学習指導要領の改訂に伴い，
平成3{f.に小・中学校等の指導要録が改訂された。
この改訂において，新しい学力の育成やイ防「性を生
かす教育を目指すという観点から，さらには，プ
ライパシーの保護といっ観点から，さまざまな変
更がなされている。今留の指導要録改訂について，
現場の教師たちはどのような意識や意見を持って
いるのであろうか。この点に関して，筆者は平成
4年 7月に佐賀県公立小学校教師を対象に，また，
平成6年 7月に佐賀県公立小・中学校教師を対象
に質問紙法による実態調査を実施し，それらの結
果を報告した(撫尾， 1993， 1996; t(、下，それぞ、
れ前々報告及び前報告とする)。なお，平成4年の
調ヨをは新指導要録の記入前のものであり，平成6
年の調査は記入後のものである。
本研究の自的は，第 1に，両報告のデータに基
づき，小学校教師における新指導要録に対する記
入前と記入後との意識を比較すること，第 2，こ
前報告のデータに基づき，小学校教師と中学校教
却とにおける記入後の意識を比較することである。
方法
( 1 )調査対象及び調査手続き
平成4年の調査においては，佐賀県内の公立小
学校26校に対し，平成6年の調去においては，同
県内の公立小・中学校各22校に対し，いずれの場
合も各校10名ずつの教師による回答と一括返送を，
校長宛に郵送で依頼した。なお，各校10名の中に
は，管理職(校長または教頭) 1名を加えてもら
うよう依頼した。
自答は無記名であるが，学校名，性別，役職(管
理職・一般職)，王子代 (20代・ 30代・ 40代.50代)
を記入してもらった。また，平成6年の調査にお
いては，問答後は各自主l簡に密封した上で回収し
てもらうよう依頼した。
回収できたのは，平成4年の調査の小学校の場
合， 22校(田i担率84.6%)で有効回答者数は196名
であった。その内訳は， (男'性92名，女性的名，性
別不詳5名)， (管理職22名，一般職174名)， (20代
60名， 30代69名， 40代33名， 50代27名，年代不詳
7名)であった。また，平成6年の調査の場合，回
収できたのは小学校が19校(閤収率86.4%)，有効
回答者数173名，中学校が22校(囲1&率100%)，有
効回答者数206名であった。その内訳は，小学校が
(男性82名，女性82名，性別不詳9名)， (管理職19
名，一般職154名)， (20代32名， 30代82名， 40代25
名， 50代26名，年代不詳8名)，中学校が(男性123
名，女性76名，性別不詳7名)， (管理職20名，一般
職186名)， (20代43名， 30代83名， 40代33名， 50代
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40名，年代不詳7名)であった。
(2 )調査内容
平成4年の小学校，平成6年の小・中学校いず
れの場合も，今回の改訂における変更点に関する
意識として， I非常に望ましいjから「非常に望ま
しくないJまでの5段階で盟答させた。小学校の
場合は14の変更点，中学校の場合は13の変更点で
あるが，各質問項告の内容は，次の通りである。
<小学校>
①「学籍の記録Jと「指導の記録jが別葉にな
り， l:f旨導の記録jの保存期間が5年間に短縮され
たこと。(編成と保存期間)
②「学籍の記録jにおいて，保護者の f職業j
と「児童との関係」を記入する欄が削除されたこ
と。(保護者'情報の簡略化)
③「学籍の記録jにおいて， 1ni考jの欄が部除
され， I指導上参考となる諸事項jに統合されたこ
と。(学籍備考の削除)
④「各教科の学習の記録jの構成が， I I評定J
II観点別学習状況JI泊所見Jから II観点別学
習状況JII評定JII所見」に改められたこと。
(学習の構成)
⑤ f各教科の学習の記録」における「評定」が，
低学年(1・2年生)で廃止されたこと。(学習評
定の低学年麗止)
@I各教科の学習の記録jにおける f評定」が，
中・高学年 (3-6年生)で、5段階から 3段階に
改められたこと。(学習評定の段階変更)
⑦「各教科の学習の記鈴」における「観点別学
習状況Jの観点の構成が，原則として「関心・意
欲・態度JI思考・判断JI技能・表現(または技
能)JI知識・理解Jの}I償序に改められたこと。(観
点の煩序)
@I各教科の学習の記録jにおける「観点別学
習状況jの評儲の方法が， 日擦の達成状況による
1+ (十分達成したもの)JI空白(おおむね達成
したもの)J 1-(達成が不十分なもの)Jの3段階
から，目標の実現状況による IA (十分満足で、き
ると判断されるもの)J I B (おおむね満足で、きる
と判断されるもの)J I C (努力を要すると判断さ
れるもの)Jの3段階に改められたこと。(観点の
評鱒方法)
⑨新設された生活科において， I生活への関心・
意欲・態度JI活動や体験についての思考・表現j
「身近な環境や自分についての気付きjの各鋭点
について評錨するようになったこと。(生活科の評
価)
⑮「特別活動の記録Jの構成が，内容ごとにO
をつけて評緬する II活動の状況jと文章で記述
する II事実及び所見Jに分けられたこと。(特活
の構成)
。「行動及び性格の記録jの名称が「行動の記
録Jに改められ，またその構成がII評定JI I所
見Jから II行動の状況JI I所見jに改められた
こと。(行動の名称と構成)
⑫「行動の記録jにおける「行動の状況(以前
は評定)Jの評価の方法が， I十(優れたもの)J
自(特徴を認めがたいもの)JI…(特に指導を要
するもの)Jの3段階から，項目ごとの趣旨に!取ら
して，十分満足で、きるものについてのみOをつけ
るように改められたこと。(行動の評価方法)
⑬「指導上参考となる諸事項Jが新設されたこ
と。(諸事項の新設)
⑪「標準検査の記録jが削除され， I指導上参考
となる諸事項Jに記入するようになったこと。(標
準検査の削除)
<中学校>
①「学籍の記録jと「指導の記録」が別葉にな
り， I指導の記録Jの保存期間が5年FJに短縮され
たこと。(編成と保有J場開:小学校①と同一)
②「学籍の記録jにおいて，保護者の「職業j
と「児叢との関係jを記入する欄が削除されたこ
と。(保護者情報の簡略化:小学校②と間一)
③「学籍の記録jにおいて， I犠考」の栂jが削除
され， I指導上参考となる諸事項jに統合されたこ
と。(学籍備考の削除:小学校③と同一)
④ f各教科の学習の記録Jの構成が， I I評定J
II観点別学習状況JII所見Jから II観点別学
習状況JI I評定JII所見Jに改められたこと。
(学習の構成:小学校④と同一)
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⑤「各教科の学留の記録Jにおける「評定」が，
選択教科については，この教科の特性を考慮して
設定された目標に照らして評鈍することとし， 呂
擦の実現状況による rA (十分満足で、きると判断
されるもの)J rB (おおむね満足で、きると判断さ
れるもの)Jrc (努力を要すると判断されるもの)J
の3段階に改められたこと。(選択教科の評定)
@r各教科の学習の記録」における「観点別学
習状況jの観点の構成が，原則として「関心・
欲・態度Jr忠、考・判断Jr技能・表現(または技
能)J日IJ識・理解Jの}I阪序に改められたこと。(観
点の順序・小学校⑦と時一)
⑦ f各教不!の学習の記録Jにおける「観点別学
留状況」の評価liの方法が， 百擦の達成状況による
「十(十分達成したもの)Jr空白(おおむね達成
したもの)Jr一(達成が不十分なもの)Jの3段階
から，目標の実琉状況による rA (十分満足で、き
ると判断されるもの)J r B (おおむね満足で、きる
と判離されるもの)J r c(努力を要すると判断さ
れるもの)Jの3段階に改められたこと。(観点の
評価方法:小学校⑧と時一)
⑧「特別活動の記録jの構成が，内容ごとにO
をつけて評価する rI活動の状況Jと文章で記述
する rI事実及び、所見jに分けられたこと。(特活
の構成:小学校⑮と向一)
⑨「行動及び、性格の記録jの名称が「行動の記
録jに改められ，またその構成がrI評定Jr I所
見Jrm趣味・特技」から rI行動の状況Jr I所
見jに改められ， さらに， r趣味・特技jの欄が削
除されて「指導上参考となる諸事項jに統合され
たこと。(行動の名称と構成.小学校Oとはほ向
⑬ f行動の記録jにおける f行動の状況(以前
は評定)Jの評備の方法が， r十(優れたもの)Jr空
白(特徴を認めがたいもの)Jr (特に指導を要
するもの)Jの3段階から，項目ごとの趣旨に照ら
して，十分満足で、きるものについてのみOをつけ
るように改められたこと。(行動の評価ー方法:小学
校⑫と問一)
@r進路指導に関する記録」の名称が「進路指
導の記録Jに改められるとともに，生誌が当面す
る進路の希望だけでなく，生徒の将t来の希望につ
いても記入するように改められたこと。(進路指
⑫「指導上参考となる諸事項Jが新設されたこ
と。(諸事項の新設:小学校⑬と向一)
⑬「標準検査の記録Jが削除され， r指導上参考
となる諸事項jに記入するようになったこと。(標
準検査の削除.小学校⑪と間一)
( 3 )調査時期
平成4年と平成6年のいずれの場合も 7月上
旬に郵送で回答を依頼し，同年8月中には郵送に
よる囲収がほほ、完了した。
結果と考察
( 1 )小学校における記入前後の意識の違い(全
体)
Table 1-Table 14より，小学校教師会休で比
較してみると，指導要鈴記入I誌の平成4年と記入
後の平成6年とで有志:差がみられたのは，項目③
(学141備考の削除:P<.OOl)，項目⑦(観点の}I良
序:P<.05)のみである。項目③の場合，記入後
には8とCが減少し， DとEが増加している。項
目⑦の場合， Aが減少し， Eが増加している。
この他， 10%水準の傾向差があったものは，項
目②(保護者情報の簡略化)，頃日⑧(観点の評佃i
方法)，項目⑬(諸事項の新設)であった。項目②
の場合， Aがf設加し， BやCが若干減少している。
項註⑧の;場合， Bが減少し， Eが増加している。
項目⑬の場合も， Bが減少し， DやEが増加して
いる。
これらの結果のうち好意的評価の方向に変化し
たものは，保護者のプライパシー保護を目的とし
た項目②のみであり，その他はすべて非好意的評
舗の方向に変化している。前々報告にみられたよ
うに，記入前においては，小学校教師も指導要録
改訂を全般的に好意的に評価していたのであるが，
実際に記入してみるといろいろ問題点があること
を認識する教師が増加したのであろう。
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A:非常に望ましい
B:どちらかというと望ましい
C:どちらともいえない
D:どちらかというと望ましくない
E:非常に望ましくない
γable 1 小学校における記入前後の意識の違い(項呂①:全体)
X'=4.37 (df= 4) nふ
γable 2 小学校における記入前後の意識の違い(項毘②:全体)
X2口 6.46 (df= 3) P < .10 
γable 3 小学校における記入前後の慈識の違い(項目③:念体)
X2=20.85 (df= 4) P < .001 
Table 4 小学校における記入前後の意識の違い(項図⑨:全体)
X2=6.99 (df= 4) n.s. 
Table 5 小学校における記入前後の意識の違い(項目⑤:全体)
X'=6.14 (df= 4) n.s 
Table 6 小学校における記入前後の意識の違い(項目⑥:会体)
X'=3.84 (df=4) n.S. 
計
191 (100.0) 
171(100.0) 
362(100.0) 
195(100.0) 
173(100.0) 
368(100.0) 
191(100.0) 
172(100.0) 
363(100.0) 
193(100.0) 
171(100.0) 
364(100.0) 
195(100.0) 
173(100.0) 
368 (100.0) 
194(100.0) 
173(100.0) 
367(100.0) 
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Tableフ 小学校における記入前後の意識の違い(壊包⑦:全体)
X2=11.35 (df= 4) P< .05 
すable8 小学校における記入前後の意識の違い(項目⑧:合体)
X2=8.91 (df= 4) P < .10 
γable 9 小学校における記入前後の意識の違い(項関⑧:全体)
X2ヱコ6.62 (df= 4) n.S 
Table 10 小学校における記入前後の意識の違い(項目⑩.全体)
X2=1.39 (df= 4) nふ
γable 11 小学校における記入前後の窓識の違い(項目⑬:会体)
X2=0.97 (df= 4) nふ
γable 12 小学校における記入訴後の意識の違い(項目⑫全体)
X2=4.92 (df= 4) nふ
195 (100.0) 
173(100.0) 
368(100.0) 
196(100.0) 
173(100.0) 
369(100.0) 
194(100.0) 
172(100.0) 
366(100.0) 
計
190 (100.0) 
172 (100.0) 
362 (100.0) 
189(100.0) 
171(100.0) 
360(100.0) 
193(100.0) 
172(100.0) 
365(100.0) 
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Table 13 小学校における記入前後の意識の濃い(項目⑬:全体)
X'=8.43 (df=4) P<.lO 
193(100.0) 
173(100.0) 
366(100.0) 
Table 14 小学校における記入能後の窓識の違い(項目⑬:全体)
X'=1.34 (df= 4) I1.S. 
( 2 )記入後における小学・ ~Il学の意識の違い(全
イ本)
Table 15-Table 25より，指導要録記入後の平
成 6年の調査結来を小学校教師会休と中学校教師
全体とで比較してみると，有意差があったのは，
項目@@(学籍備考の削除:P<.OOl)，項目⑧⑦
(観点の評価方法:P<.05)，項目⑬⑫(諸事項の
新設:P< .001)であった。項白③③と項自@⑫で
は，小学校の方が中学校より DやEが多いのに対
し，中学校の方が小学校より AやBが多く，中学
校の方が好意的評舗をしているといえる。項目③
⑦では，小学校の方が中学校より Cが多いのに対
し，中学校の方が小学校より DやEが多く，中学
計
196(100.0) 
172(100.0) 
368(100.0) 
十交の方が非好意的評価をしている。
また， 10%水準の傾向差があったのは，項呂②
②(保護者情報の笥略化)と項目位@(観点のJI真
序)であった。項呂(Î②では，小学校の方が~I'l学
校より Aが多いのに対し， ~~l学校の方がノi、学校よ
りC，D， Eが若子ではあるが多く，小学校の方
が好意的評価をしている傾向がある。項目⑦⑥で
は，小学校の方が中学校より Cが多いのに対し，
中学校の方が小学校より Aが多く，中学校の方が
女子;窓的評i援をしている{l;Jt舟があった。
これらの結来からすると，記入後において小学
校と中学校とでどちらかがより好意的評価をして
いるとは必ずしもいえないようである。
すable15 記入後における小学・中学の意識の違い(項怠①①:全体)
X2=5.86 (df= 4) 1ふ
※ JnEI ①(1) 1ま，小守主校の項 I~①と'1'学校の攻臼①を指す(以下l可様)
了able16 記入後における小学・中学の意識の違い(項自cl②全体)
X2=9.28 (df= 4) P < .10 
171(100. 
376(100.0) 
173(100.0) 
205(100.0) 
378(100.0) 
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丁able17 記入後における小学・中学の慈識の違い(環尽⑨号:念体)
X'=25.93 (df=4) P<.OOl 
Table 18 記入後における小学・中学の意識の違い(項目⑨⑧:全体)
X'=7.46 (df= 4) 1ふ
γable 19 記入後における小学・中学の窓識の違い(項自⑦⑥:全体)
X'=8.91 (df=4) P<.10 
Table 20 記入後における小学・中学の窓識の違い(項目⑧⑦:全体)
X'口 11.40 (df=4) P<.05 
Table 21 記入後における小学・中学の慈識の違い(項毘⑩⑧:全体)
X'コヱ0.64 (df= 4) 1ふ
Table 22 記入後における小学・中学の慈識の濃い(墳厨⑮⑨:念体)
X'=6.67 (df= 4) 11.5 
172(100.0) 
203(100.0) 
375(100.0) 
計
171 (100.0) 
204 (iOO. 0) 
375 (100.0) 
173 (100.0) 
206 (100.0) 
379(100.0) 
173(100.0) 
206(100.0) 
379 (100.0) 
172(100.0) 
206(100.0) 
378(100.0) 
計
171(100.0) 
203(100.0) 
374(100.0) 
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γable 23 記入後における小学・中学の意識の違い(項濁⑫⑩:全体)
XZ=5.47 (df= 4) nふ
172(100.0) 
205(100.0) 
377(100.0) 
γable 24 記入後における小学・中学の窓識の違い(項鼠⑬⑫:全体)
X2=20.38 (df= 4) P <ρ01 
173(100.0) 
202(100.0) 
375 (100.0) 
Table 25 記入後における小学・中学の意識の違い(項自⑬⑬:念体)
X2=3.25 (df= 4) nふ
(3 )小学校における記入前後の意識の速い(性
別・役職別・年代別)
次に，小学校における記入前後の意識の違いを
より詳細にみるために，性別・役職別・年代別に
X2検定を行ったものが，Table 26~Table 39で
ある。
Table 26より，項目①(編成と保存期間)で
は， 20代教師と40代教師において有意な変化があ
る。 20代においては，王子成4年から平成6 にか
けてAやEが増加し， B， C， Dが減少している。
これに対し， 40代においては， A， D， Eが減少
し， BやCが増加している。すなわち， 20代では
両極端の評価をする者が増加したのに対し， 40代
では中間的な評価をする者が増加したといえる。
Table 27より，項目②(保護者情報の簡略化)
では， 20代教師において有意な変佑があり，男性
教師と一般職教師において変北の傾向がある。 20
代や男性ではAが増加し，ちが減少している。同
様に，一殻l械でもAが増加し， BやCが減少して
いる。これらの場合，記入前はいずれも Bが最も
多かったのであるが，記入しでみて，より一層ブ
計
172(100.0) 
205(100.0) 
377(100.0) 
ラ千パシ一保護の大切さを認識したものと思われ
る。
Table 28より，項目③(学籍備考の削除)で
は，男性教師，女性教師，管理職教師，一般職教
師， 30代教師， 50代教師でそれぞれ有意な変化が
あった。これらの変佑は，いずれの場合も大体に
おいて， DやEが増加するような変化である。こ
の項目については，全体でも0.1%水準で有意な変
化があったのであるが (Table3参照)，記入して
みて， r学籍の記銭jの備考欄に書くべきことがあ
ると考えた教師が少なからずいたからであろう。
Table 29より，項自④(学習の構成)では， 40 
代教師に有意な変化があり，男性教師に変化の傾
向がある。 40代ではAが減少し， CやEが増加し
ている。男性でもAやCが減少し， DやEが増加
している。特に40代教師では，記入前においては
Aが最も多かったのであるが，記入後においては
Cが最も多くなっている。この年代において，観
点別評慨を重視する新しい評価観に疑問をもっ者
が増えたのであろうか。
Table 30より，項目⑤(学習評定の低学年廃止)
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では， 30代教師にのみ有意な変化がある。すなわ
ち， Aが増加し， cが減少しているのであるが，
記入後においてなぜこの年代だけ 6割近くの者が
Aと毘答したのかについては，よくわからない。
ひょっとすると，記入後のこの年代に低学年初任
の者が多かったのかも知れない。
Table 31より，項目⑥(学習評定の段階変更)
でも， 30代教師にのみ有意な変化がある。この場
合は， Aが増加し， Dが減少しているが，この理
由についてもよくわからない。
Table 32より，項目⑦(観点の瀬序)では，
般職教mliに有意な変化があり，男性教師と40代教
師に変化の傾向がある。一般職と男性ではAやB
が減少し， cやEが増加している。これに対し，
40代ではAが減少し， B， CやEが増加している。
この項目については，全体でも 5%水準で、有意な
変fじがあったのであるが (Table7参!被)，来Ir学力
といわれる関心-意欲・態度や思考・判断などを
評価することの難しさを痛感した者が増えたので
あろう。
Table 33より，項目⑧(観点の評価方法)で
は，男性教師，一般職教師， 30代教師に変化の傾
向がある。男性と30代ではBが減少し CやEが
増加している。一散職ではBやDが減少し， Eが
増加している。これらの教師にとって，観点;JIj評
価においてブランクがなくなり，すべての児章に
ついて rA (十分満足できる). B (おおむね満足
できる). C (努力を要する)Jのいずれかを記入
しなければならなくなったことが煩雑に感じられ
たのであろうか。
Table 34より，項目⑨(生活字!の評価)では，
男性教師と20代教師に有意な変化がある。男性で
はBやDが減少し， CやEが:t努力1しており， どち
らかというと非好意的評価の方向に変化している。
これに対し， 20代ではAやCが増加し BやDが
減少しており， どちらかというと好意的評備の方
向に変化している。特に初代教師において，なぜ
このような変化が起きたのかについては，よくわ
からない。
Table 35，36より，項目⑬(特活の構成)や項
日⑪(行動の名称と構成)では，有意な変化はな
し、。
Table 37より，項目⑫(行動の評価方法)で
は，一般職教師に変化の傾向がある。すなわち，
Cが減少し， A， D， Eが若干増加しており，評
価の分散化の傾向が見られるようである。
Table 38より，項目⑬(諸事項の新設)では，
女性教師と30代教師に有意な変化があり，一般職
教師に変化の傾向がある。女性と一般職ではBが
減少し， DやEが増加している。 30代でも BやC
が減少し DやEが増加している。これらの教師
にとって，文京記述をする舗が増えたことの煩雑
さが，記入してみてますます実感されたのであろ
つ。
Table 39より，項目⑪(標準検査の削捺)で
は， 20代教師のみに有意な変化がある。すなわち，
Aゃちが増加し， Cが減少している。この年代の
教師の;場合，記入前においては 6割以上の者がC
と自答していたのであるが，記入してみて初めて，
「標準検ーをの記録jがなくなったことの有り難さ
を多ミ!峰、したのであろう。
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γable 26 小学技に必ける記入前後の意識の違い(項自①:内訳)
A B C D E X2 
制:4 19(20.9) 35(38.5) 25(27.5) 9( 9.9) 3 ( 3.3) 91(100.0) 1.65 6 21(25.6) 29(35.4) 21 (25.6) 6( 7.3) 5 ( 6.1) 81(100.0) 
YJIj 女ー 4 13(13.5) 35(36.5) 36(37.5) 11(11.5) 1 ( 1.0) 96(100.0) 4.79 
fヨ: 6 14(17.5) 32(40.0) 25 (31. 3) 5( 6.3) 4 ( 5.0) 80(100.0) 
fiぜ~; 4 9(40.9) 12(54.5) O( 0.0) 1 ( 4.6) 。(0.0) 22(100.0) 2.98 
1-3Y4 し 湾t 6 5(26.3) 11(57.9) 2(10.5) 1 ( 5.3) 。(0.0) 19(100.0) 
Jliま 4 25(14.8) 59(34.9) 62(36.7) 19 (11. 2) 4 ( 2.4) 169(100.0) 7.21 
育支 6 31(20.4) 57(37.5) 45(29.6) 10( 6.6) 9 ( 5.9) 152(100.0) 
代20 
3子 4 2( 3.5) 20(34.5) 26(44.8) 10(17.2) 。(0.0) 58(100.0) 14.6 
6 7(22.6) 9(29.0) 12 (38. 7) 1 ( 3.2) 2 ( 6.5) 31(100.0) ** 
正予 30 4 1 (16.4) 25(37.3) 25(37.3) 5( 7.5) 1 ( 1.5) 67(100.0) 4.12 
1~ 6 18(22.2) 28(34.6) 22(27.2) 8 ( 9.9) 5( 6.2) 81(100.0) 
40 4 10(30.3) 9(27.3) 8(24.2) 3 ( 9.1) 3( 9.1) 33(100.0) 12.0 
代 代 6 1 ( 4.0) 15(60.0) 8(32.0) 。(0.0) 1 ( 4.0) 25(100.0) 本
50 子 4 9(33.3) 14 (51. 9) 2 ( 7.4) 2 ( 7.4) 。(0.0) 27(100.0) 2.05 
代 平 6 7(26.9) 12(46.2) 4(15.4) 2 ( 7.4) 1 ( 3.8) 26(100.0) 
* P < .05， * * Pく.01
了able2フ 小学校における記入前後の露畿の違い(項§②.内訳)
A Iヨ C D E X2 
~ 4 30(32.6) 41(44.6) 14(15.2) 7( 7.6) 。(0.0) 92(100.0) 7.68 
'1ヨ: '1: 6 41(50.0) 21 (25.6) 14(17.1) 6( 7.3) 。(0.0) 82(100.0) 十
Z司 tJ:. ユド 4 30(30.6) 36(36.7) 25(25.5) 7( 7.1) 。(0.0) 98(100.0) 4.48 
'1: 5ド 6 34(41.5) 32(39.0) 12(14.6) 4 ( 4.9) o ( 0.0) 82(100.0) 
-m; 4 7 (31.8) 7 (31.8) 5(22.7) 3 (13 .6) 。(0.0) 22 (100.0) 0.86 
ィ交 男'l( 王子 6 7(36.8) 4(21.1) 4 (21.1) 4 (21.1) o ( 0.0) 19(100.0) 
Jl後 司王 4 57(32.9) 70(40.5) 35(20.2) 1 ( 6.4) o ( 0.0) 173(100.0) 6.97 
青空 6 72(46.8) 53(34.4) 23(14.9) 6( 3.9) 。(0.0) 154(100.0) 十
20 4 12 (20.0) 33(55.0) 12(20.0) 3( 5.0) 。(0.0) 60(100.0) 10.6 
代 6 16(50.0) 8 (25.0) 7 (21. 9) 1 ( 3.1) 。(0.0) 32(100.0) * 
if 30 4 24(34.8) 26 (37.7) 13(18.8) 6( 8.7) 。(0.0) 69(100.0) 2.79 
f¥': 6 38(46.3) 29 (35.4) 1 (13.4) 4( 4.9) o ( 0.0) 82(100.0) 
40 4 15(45.5) 7 (21. 2) 10 (30.3) 1 ( 3.0) 。(0.0) 33(100.0) 2.73 
1¥'; 1¥'; 6 13(52.0) 8(32.0) 4 (16.0) 。(0.0) 。(0.0) 25 (100.0) 
50 4 9(33.3) 9(33.3) 5(18.5) 4(14.8) 。(0.0) 27( 0.0) 0.04 
1¥': 6 8(30.8) 9(34.6) 5(19.2) 4(15.4) 。( 0.0) 26(100.0) 
1-: P < .10，ネ:P < .05 
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Table 28 小学技における詑入前後の意識の違い(項罰③:内訳)
A B C D E X2 
男 3F 4 8( 8.8) 44(48.4) 38 (41. 8) 1 (品。(0.0) 91(100.0) 14.0 
'11: '1: 王子 6 12(14.6) 31(37.8) 27 (32.9) 7( 8.5) I 5( 6.1) 82(100.0) ** 
5JIj 女 4 16(16.8) 31(32.6) 42(44.2) 5( 5.3) I 1( 1.1) 95(100.0) 9.53 
'1<: 6 8( 9.9) 22(27.2) 34(42.0) 12(14.8) 5( 6.2) 81(100.0) * 
Jfi; 4 4(18.2) 17(77.3) 1 ( 4.5) o ( 0.0) 。(0.0) 22(100.0) 16.4 
役 理I 3fZ 6 4 (21.1) 4 (21.1) 8 (42 .1) 2 (10.5) 1 ( 5.3) 19(100.0) ** 
1{，伎 3f 4 20(11.8) 58(34.3) 84(49.7) 6 ( 3.6) 1 ( 0.6) 169(100.0) 18.8 
先立 "'IZ 8 17(11.1) 52(34.0) 56(36.6) 18 (11. 8) 10 ( 6.5) 153(100.0) *** 
20 司王 4 3( 5.2) 15(25.9) 36(62.1) 3 ( 5.2) 1 ( 1.9) 58(100.0) 7.74 
代 6 3(11.5) 8(30.8) 9(34.6) 4(15.4) 2( 7.7) 26(100.0) 
王子 30 l:>:jZ 4 8 (11. 9) 29(43.3) 29(43.3) 1 ( 1.5) 。(0.0) 67(100.0) 12.1 
代 6 11(13.4) 22(26.8) 35(42.7) 7( 8.5) 7( 8.5) 82 (100.0) 本
40 4 9(28.1) 10 (31. 3) 12 (37.5) 1 ( 3.1) O( 0.0) 32 (100.0) 6.12 
イ℃ 代 6 2 ( 8.0) 10(40.0) 9(36.0) 3 (12.0) 1 ( 4.0) 25 (100.0) 
50 4 4(14.8) 19(70.4) 3 (11.1) 1 ( 3.7) O( 0.0) 27(100.0) 13.1 
代 6 3(11.5) 7(26.9) 10(38.5) 5(19.2) 1 ( 3.8) 26(100.0) * * P<.05， * * : P<.Ol， * * * P<.OOl 
下able29 小学校における記入前後の意識の違い(項目④:内訳)
A B C D E X2 
9:¥ 
3jZ 4 19 (20.7) 29 (3l.5) 41 (44.6) 3( 3.3) 。(0.0) 92(100.0) 8.20 
官1: 官1: 6 11(13.4) 29(35.4) 32(39.0) 5 ( 6.1) 5 ( 6.1) 82(100.0) 十
7J1j り二 31Z 4 12 (12.5) 32(33.3) 45(46.9) 5( 5.2) 2 ( 2.1) 96(100.0) 4.80 
tヨミ 王子 6 8 (10. 42(52.5) 10(12.5) 1 ( 1.3) 80(100.0) 
fg: 司王 4 10(45.5) 7 (31. 8) 5(22.7) 。(0.0) I O( 0.0) 22(100.0) 1.15 
役 理I 6 6 (3l.6) 9 (47.4) 4 (2l.1) 。(0.0) 。(0.0) 19(100.0) 
1{哉 4 21 (12.3) 55(32.2) 85(49.7) 8( 4.7) 2 ( 1‘2) 171(100.0) 6.80 
均支 5jZ 6 14( 9.2) 42(27.6) 75(49.3) 15( 9.9) 6( 3.9) 152(100.0) 
20 3f 4 5( 5.2) 18(30.5) 33(55.9) 2 ( 3.4) 1 ( 1.7) 59(100.0) 6.46 
f¥，; 3JZ 6 I 3( 9.7) 5(16. 58.1) 5 (16.1) 。(0.0) 31(100.0) 
王手 30 王子 4 7(10.1) 18(26.1) 37(53.6) 6( 8.7) 1 ( l.5) 69(100.0) 1.84 
代 6 7( 8.6) 24(29.6) 39(48.1) 7 ( 8.6) 4( 4.9) 81(100.0) 
40 4 12(36.4) 11(33.3) 10(30.3) 。(0.0) O( 0.0) 33(100.0) 9.78 
代 f¥，; 6 2 ( 8.0) 7(28.0) 14(56.0) 。(0.0) 2( 8.0) 25(100.0) 本|
50 4 6 (23 .1) 13(50.0) 7(26.9) 。(0.0) O( 0.0) 26(100.0) 
f¥，; 王子 6 7(26.9) 11 (42.3) 6(23.1) 2( 7.7) O( 0.0) 26(100.0) 
十・ P< .10，本:P < .05 
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γable 30 小学校における記入前後の意識の違い(項目⑤:内訳)
A 8 C D E X2 
男 王子 4 43(47.3) 33(3634)  12(13.2) 3( 3.3) o ( 0.0) 91(100.0) 2.60 
性 f生 乎 6 36(43.9) 29(35 10(12.3) 6( 7.3) 1 ( 1.2) 82(100.0) 
JIj 女 王子 4 38(38.4) 32(32.3) 22(22.2) 7 ( 7.1) 。(0.0) 99(100.0) 5.82 
性 6 44(53.7) 24(29.3) 9 (11. 0) 5 ( 6.1) O( 0.0) 82(100.0) 
戸白勺 王F 4 10(45.5) 9(4 3(13.6) 。(0.0) O( 0.0) 22(100.0) 5.73 
役 理t王子 6 5(26.3) 7 (36.8) 3(15.8) 4 (21.1) o ( 0.0) 19(100.0) 
Jf哉 司王 4 74(42.8) 56(32.4) 33(19.1) 10( 5.8) O( 0.0) 173(100.0) 6.83 
般 平 6 78(50.6) 49(31.8) 17(11.0) 8( 5.2) 2 ( 1.3) 154(100.0) 
20 平 4 20(33.9) 24(40.7) 12(20.3) 3( 5.1) O( 0.0) 59(100.0) 2.49 
代 ヰE 6 13(40.6) 8(25.0) 8(25.0) 3 ( 9.4) O( 0.0) 32(100.0) 
:J'f 30 王子 4 32(46.4) 20 (28.9) 14(20.3) 3 ( 4.3) O( 0.0) 69(100.0) 10.1 
代 守Z 6 47(57.3) 26 (31. 7) 4( 4.9) 3 ( 3.7) 2( 2.4) 82(100.0) * 
40 平 4 18(54.5) 8(24.2) 4 (12.1) 3 ( 9.1) o ( 0.0) 33(100.0) 3.22 
代 代 王子 6 12(48.0) 9 (36.0) 4(16.0) O( 0.0) o ( 0.0) 25(100.0) 
50 王子 4 11 (40.7) 12(44.4) 3 (11.1) 1 ( 3.7) o ( 0.0) 27(100.0) l. 23 
f-¥; 司王 6 9(34.6) 11 (42.3) 3 (1l. 5) 3 (11. 5) o ( 0.0) 26(100.0) 
* : pく 05
Table 31 小学校における記入前後の意識の違い(項霞⑥:内訳)
A B C 。 E X2 
男 3f 4 26(28.3) 36(39.1) 17(18.5) 1l(12.0) 2( 2.2) 92(100.0) 2.88 
'生 f生 司王 6 23(28.0) 25(30.5) 23(28.0) 10(12.2) 1 ( l.2) 82(100.0) 
JIj 女ー 平 4 17(17.5) 37(38.1) 2 .5) 2 ( 2.1) 97(100.0) 4.08 
性 6 22(26.8) 30(36.6) 20( .2) o ( 0.0) 82(100.0) 
会白合2 司王 4 5(22.7) 8(36.4) 5(22.7) 3(13.6) 1 ( 4.6) 22(100.0) 3.47 
役 王星 平 6 3(15.8) 4 (21.1) 8(42.1) 4 (21.1) O( 0.0) 19 (100.0) 
職 司王 4 39 (22.7) 66(38.4) 40(23.3) 24(14.0) 3 ( 1.7) 172 (100.0) 3.32 
長支 ぶド 6 46(29.9) 53(34.4) 37(24.0) 17(1l.0) 1 ( 0.6) 154(100.0) 
20 平 4 9 (16.1) 18(32.1) 17(30.4) 10(17.9) 2( 3.6) 56(100.0) 3.34 
{-¥; 平 6 7 (21. 9) 6(18.8) 12(37.5) 7 (21. 9) O( 0.0) 32(100.0) 
年 30 王子 4 14(20.0) 31(44.3) 16(22.9) 9(12.9) o ( 0.0) 70(100.0) 9“94 
代 平 6 29 (35.4) 32(39.0) 18(22.0) 2( 2.4) 1 ( 1.2) 82(100.0) * 
40 平 4 13 (37 .1) 13 (37 .1) 5(14.3) 4(1l.4) o ( 0.0) 35(100.0) l.88 
代 代 τF ら 5(20.8) 11(45.8) 5(20.8) 3(12.5) 。(0.0) 24(100.0) 
50 平 4 7(25.9) 9(33.3) 6(22.2) 3 (1l.1) 2 ( 7.4) 27(100.0) 2.81 
代 司王 6 7(26.9) 7(26.9) 7(26.9) 5 (19 .2) 。(0.0) 26(100.0) 
* : P < .05 
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Table 32 小学校における記入前後の意識の濃い(項毘⑦:内訳)
A B C D E 計 X2 
男 31二 4 22(23.9) 32(34.8) 29 (3l. 5) 7( 7.6) 2( 2.2) 92(100.0) 9.15 
性 '/"t 、子 6 11(13.4) 26 (3l. 7) 29(35.4) 6( 7.3) 10 (12.2) 82(100.0) 十
J]1j 女 3jZ 4 19(19.4) 34(34.7) 35(35.7) 8( 8.2) 2 ( 2.0) 98(100.0) 2.87 
'It主 31Z 6 12(14.6) 24(29.3) 36(43.9) 6( 7.3) 4 ( 4.9) 82 (100.0) 
1三Asょ 3F 4 7 (31. 8) 10(45.5) 4 (18.2) 1 ( 4.5) 。(0.0) 22(100.0) 3.47 
f交 理令 6 5(26.3) 6 (31. 6) 8(42.1) o ( 0.0) O( 0.0) 19(100.0) 
Jfiま 4 35(20.2) 58(33.5) 62(35.8) 14( 8.1) 4 ( 2.3) 173 (100.0) 10.6 
南又3し 王子 6 20(13.0) 48 (31. 2) 59(38.3) 12( 7.8) 15 ( 9.7) 154 (100.0) * 
20 エド 4 4( 6.9) 26(43.3) 22 (36.7) 6(10.0) 2 ( 3.3) 60(100.0) 2.95 
代 平 6 3( 9.4) 10 (31. 3) 16(50.0) 3( 9.4) O( 0.0) 32 (100.0) 
王子 30 平 4 16(23.5) 20(29.4) 24(35.3) 6( 8.8) 2( 2.9) 68 (100.0) 6.51 
代 3JZ 6 12(14.6) 26 (31. 7) 27(32.9) 6( 7.3) 11 (13.4) I 82(100.0) 
40 王子 4 14(42.4) 10(30.3) 9(27.3) o ( 0.0) 。(0.0) I 33(100.0) 9.30 
ft 代 王子 6 3(12.0) 9(36.0) 10(40.0) 1 ( 4.0) 2( 8.0) 25 (100.0) 十
50 王子 4 6(22.2) 10(37.0) 8 (29.6) 3(12.2) 。(0.0) 27(100.0) 4.08 
代 司王 6 5(19.2) 7(26.9) 11 (42.3) 1 ( 3.8) 2( 7.7) 26(100.0) 
し一
十 P < .10，キ・ P< .05 
Table 33 小学校における記入前後の意識の違い(項目⑧:内訳)
B C ひ E X2 
男 引
A
142 
8 
1) 32 (34. 8) 34(37.0) 10(10.9) 3( 3.3) 92 (100.0) 7.88 
tt 性 王子 6 I 10(12.2) 17(20.7) 42 (51. 2) 6( 7.3) 7( 8.5) 82 (100.0) 十
;JIj 女 弓Z 4 I 8 ( .2) 24(24.5) 47(48.0) 18(18.4) 1 ( 1. 0) 98(100.0) 5.50 
'it 6 8 (9.8) 15 (18.3) 38(46.3) 15(18.3) 6( 7.3) 82(100.0) 
会
E会ヨ
Z 4 7 (31. 8) 11(50.0) 4(18.2) O( 0.0) 。(0.0) 22 (100.0) 2.84 
1交 殺l 6 4 (21.1) 7(36.8) 8(42.1) O( 0.0) 。(0.0) 19 (100.0) 
月餓 司王 4 14( 8.0) 45(25.9) 80(46.0) 30(17.2) 5( 2.9) 174(100.0) 8.32 
最F又L 6 15( 9.7) 29(18.8) 75(48.7) I 21 (13.6) 14 ( 9.1) 154 (100.0) 十
20 4 1 ( 1. 7) 11(18.3) 29(48.3) 18(30.0) 1 ( 1. 7) 60(100.0) 6.07 
代 6 4(12.5) 6(18.8) 16(50.0) 6(18.8) o ( 0.0) 32(100.0) 
年 30 
玉[Z 4 7 (10 .1) 22 (31. 9) 29(42.1) 8(11.6) 3( 4.3) 69 (100.0) 9.42 
1t 玉JZ 6 7( 8.6) 12(14.8) 40(49.4) 10(12.3) 12(14.8) 81 (100.0) 十
40 王子 4 6(18.2) 10 (30.3) 14(42.4) 2( 6.1) 1 ( 3.0) 33(100.0) 4.11 
ft 代 6 1 ( 4.0) 7(28.0) 15(60.0) 2 ( 8.0) O( 0.0) 25(100.0) 
50 平 4 5(18.5) 12(44.4) 9(33.3) 1 ( 3.7) O( 0.0) 27(100.0) 3.19 
代 王子 6 6(23.1) 10(38.5) 6 (23 .1) 2 ( 7.7) 2( 7.7) 26(100.0) 
十 P< .10 
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Table 34 小学校における記入前後の意識の違い(項罰⑨:内訳)
A B C D E X2 
男 4 12(13.3) 31(34.4) 31(34.4) 14(15.6) 2( 2.2) 90(100.0) 13.6 
'1生 性 平 6 13(15.9) 16(19.5) 37(45.1) 6( 7.3) 10(12.2) 82(100.0) ** 
;JIj 女 司王 4 7 ( 7.1) 33(33.3) 35(35.4) 19(19.2) 5 ( 5.1) 99(100.0) 0.25 
d性 τJ1 6 5( 6.2) 25(30.9) 31 (38.3) 16(19.8) 4( 4.9) 81(100.0) 
タオ'; 平 4 8(36.4) 8(36.4) 3(13.6) 3(13.6) 。(0.0) 22(100.0) 0.48 
役 理E sf 6 7(36.8) 6 (31. 6) 4 (21.1) 2(10.5) 。(0.0) 19(100.0) 
月裁 平 4 1 ( 6.4) 57 (3 .1) 65(37.8) 31(18.0) 8( 4.7) 172(100.0) 6.39 
母生 司王 6 12 ( 7.8) 39(25.5) 66 (43 .1) 21 (13. 7) 15( 9.8) 153 (100.0) 
20 4 O( 0.0) 21(35.6) 20(33.9) 17(28.8) 1 ( 1. 7) 59(100.0) 10.3 
1-t 平 6 3 ( 9.7) 6(19.4) 16(51.6) 6(19.4) 。(0.0) 31 (100.0) * 
圭子 30 平 4 5 ( 7.4) 24(35.3) 29(42.6) 7(10.3) 3( 4.4) 68(100.0) 7.04 
代 sf 6 6( 7.4) 16(19.8) 37(45.7) 11(13.6) 11(13.6) 81 (100.0) 
40 司王 4 6(18.2) 12(36.4) 9(27.3) 5 (15.2) 1 ( 3.0) 33(100.0) 4.84 
1-t イ℃ 平 6 2( 8.0) 10(40.0) 9(36.0) 1 ( 4.0) 3(12.0) 25(100.0) 
50 王J1 4 6(22.2) 8(29.6) 6(22.2) 4 (14 .8) 3(11.1) 27(100.0) 1.35 
代 司王 6 6(23.1) 10(38.5) 6(23.1) 3(11.5) 1 ( 3.8) 26(100.0) 
* P<.05， * P<.Ol 
Table 35 小学校における記入前後の意識の違い(項自⑩:内訳)
A B C D E X' 
5号 王子 4 9(千詑(36.0) 33(37.1) 12(13.5) 3( 3.4) 89(100.0) 2.21 
'1企 '当5 王子 6 12(14.6) I 27(32.9) 25 (30 .5) 13(15.9) 5 ( 6.1) 82(100.0) 
;JIj 女 平 4 8( 8.3) 27(28.1) 29(30.2) 19 (19.8) 13(13.5) 96(100.0) 3.82 
f全 6 5( 6.2) 21(25.9) 31(38.3) 19(23.5) 5( 6.2) 81(100.0) 
官二 4 7 (31.8) 10(45.5) 3(13.6) 2( 。(0.0) 22(100.0) 2.17 
役 :E!F. 司王 6 5(26.3) 1 (57.9) 3(15.8) 。 。(0.0) 19(100.0) 
月続 守二 4 10 ( 6.0) 50(29.8) 62(36.9) 29(17.3) 17(10圃1) 168(100.0) 2.35 
般 6 12( 7.8) 40 (26.1) 57(37.3) 33 (21. 6) 1 ( 7.2) 153(100.0) 
20 守Z 4 3( 5.2) 17(29.3) 20(34.5) 12 (20.7) 6 (10.3) 58(100.0) 6.73 
代 ら 3( 9.7) 5 (16.1) 16(51.6) 7(22.6) 。(0.0) 31 (100.0) 
王手 30 玉F 4 4 ( 5.9) 19(28.4) 23(34.3) 14(20.9) 7(10.4) 67(100.0) 0.45 
1¥，; 司王 6 4 ( 4.9) 20 (24.4) 30(36.6) 19(23.2) 9 (11. 0) 82(100.0) 
40 4 6 (19.4) 12(38.7) 7(22.6) 2( 6.5) 4(12.9) 31(100.0) 2.98 
代 1'¥; 6 3(12.0) I 1 (44.0) 6(24.0) 4(16.0) l( 4.0) 25(100.0) 
50 i子 4 4(14.8) 11(40.7) 9(33.3) 3 (11.1) 。(0.0) 27(100.0) 3.58 
代 6 5(19.2) 14(53.8) 4(15.4) 2 ( 7.7) 1 ( 3.8) 26(100.0) 
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Table 36 小学校における記入前後の意識の違い(項関⑪:内訳)
A B C D E X2 
!Jj 'F 4 I 12(14.0) 38(44.2) 28(32.6) 6( 7.0) 2( 2.3) 86(100.0) 4.29 
'1": tt: 6 14(17.1) 34 (41. 5) 19(23.2) 10(12.2) 5 ( 6.1) 82(100.0) 
;，JJj 女 ヰZ 14(14.3) 36(36.7) 35 (35. 7) 10(10.2) 3( 3.1) 98(100.0) 2.05 
'1": 6 10(12.5) 24 (30.0) 37(46.3) 7 ( 8.8) 2( 2.5) 80(100.0) 
。1合~; 4 8(38.1) 9(42.9) 4 (19.0) 。(0.0) 。(0.0) 21(100.0) 0.11 
役 穿1¥ 6 7(36.8) 9(47.4) 3 (15 .8) 。(0.0) 。(0.0) 19(100.0) 
J[険 王子 4 18 (10.7) 67(39.9) 62(36.9) 16 ( 9.5) 5( 3.0) 168(100.0) 1.08 
母立 ヨド 6 17(11.2) 55(36.2) 56(36.8) 17(11.2) 7( 4.6) 152(100.0) 
20 4 5( 8.5) 20(33.9) 26(44.1) 7 (11. 9) 1 ( 1.7) 59(100.0) 3.01 
1~ 6 5 (16 .1) 10(32.3) 14(45.2) 1 ( 3.2) 1 ( 3.2) 31(100.0) 
ij:'. 30 4 6( 9.2) 30(46.2) 18 (27.7) 8 (12 .3) 3( 4.6) 65(100.0) 1.21 
代 6 9(10.2) 31(37.8) 28(34.1) 10(12.2) 4( 4.9) 82(100.0) 
30 4 10 (31. 2) 11 (34.4) 9(28.1) 1 ( 3.1) 1 ( 3.1) 32(100.0) 7.62 
イt 代 、子 6 1 ( 4.0) 11 (44.0) 9(36.0) 3 (12.0) 1 ( 4.0) 25(100.0) 
4 5 (19 .2) 14(53.9) 7(26.9) 。(0.0) O( 0.0) 26(100.0) 5.80 
6 7(28.0) 10(40.0) 4(16.0) 3(12.0) 1 ( 4.0) 25 (100.0) 
γable 3フ 小学校における記入前後の重量識の違い(環罰⑬:内訳)
A B C D E X' 
ラj 4 21 (23.1) 43 (47 .3) 24(26.4) 3( 3.3) 。(0.0) 91(100.0) 7.07 
'1"1: '11: 〉ド 6 22 (26.8) 35(42.7) 15(18.3) 7 ( 8.5) 3( 3.7) 82(100.0) 
日Ij 女 4 23 (23.7) 42(43.3) I 21 (21.7) 8 ( 8.3) 3 ( 3.1) 97(100.0) 1.55 
'1"1: 6 20(24.7) 39 (48.1) 12(14.8) 8( 9.9) 2( 2.5) 81(100.0) 
才:t，; 4 7 (31. 8) 12 (54.6) 2( 9.1) 1 ( 4.5) O( 0.0) 22(100.0) 4.05 
役 君主 6 4 (21.1) 9 (47.4) 6 (31.6) 。(0.0) 。(0.0) 19(100.0) 
Jfi¥; ミド 4 38(22.2) 74(43.3) 46(26.9) 10( 5.8) 3 ( 1.8) 171(100.0) 8.35 
先立 6 40(26.1) 70(45.8) 23(15.0) 15( 9.8) 5( 3.3) 153(100.0) 十
20 4 13 (22.0) 21(35.6) 17(28.8) 7(11.9) 1 ( 1.7) 59 (100.0) 3.38 
1¥': ヰZ 6 11 (35.5) 12(38.7) 5 (16 .1) 3( 9.7) O( 0.0) 31(100.0) 
王手 30 4 14(20.6) 35 (51. 5) 16(23.5) 2 ( 2.9) 1 ( 1.5) 68 (100.0) 7.37 
1~ 6 22(26.8) 35(42.7) 12(14.6) 9.8) 5( 6.1) 82(100.0) 
40 4 10(31.3) 11詳 9 (28.1) 6.2) O( 0.0) 32(100.0) 4.97 
代 代 6 4(16.0) 16 4(16.0) 1 ( 4.0) 。(0.0) 25(100.0) 
50 守正 4 8(29.6) 12(44.4) 4(14.8) 1 ( 3.7) 2( 7.4) 27(100.0) 3.83 
1¥': 王子 6 5 (19.2) 12(46.2) 7(26.9) 2 ( 7.7) 。(0.0) 26(100.0) 
+ : p< .10 
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Table 38 小学校における記入前後の露識の違い(項霞⑬:内訳)
A B C D E X2 
男 4 13(14.6) 38(42.7) 26 (29.2) 10(11.2) 2 ( 2.2) 89(100.0) 3.29 
性 'It 王子 6 13(15.9) 28(34.1) 26 (31. 7) 9(11.0) 6( 7.3) 82(100.0) 
5]Jj -1;，: 司王 4 10 (10 .1) 34(34.3) 37 (37 .4) 11 (11.1) 7 ( 7.1) 99(100.0) 13.9 
d問: 守Z 6 7( 8.5) 12(14.6) 32(39.0) 22(26.8) 9 (11. 0) 82(100.0) キネ
百会泊t<: 守王 4 7 (31. 8) 12(54.6) 2 ( 9.1) 1 ( 4.5) O( 0.0) 22(100.0) 2.26 
役 理i王子 6 7(36.8) 8(42.1) 4(21.1) 。(0.0) o ( 0.0) 19 (100.0) 
lf絞 4 16 ( 9.4) 60(35.1) 63(36.8) 21(12.3) 11( 6.4) 171 (100.0) 8.50 
先生 平 6 13( 8.4) 36(23.2) 58 (37.7) 31 (20.1) 16(10.4) 154(100.0) .J_ 
20 4 6(10.2) 21(35.6) 22(37.3) 7 (11. 9) 3 ( 5.1) 59(100.0) 3.02 
代 6 2( 6.3) 7 (21. 9) 16(50.0) 4 (12，5) 3( 9.4) 32(100，0) 
年 30 王子 4 3 ( 4.4) 24(35.3) 31 (45.6) 6( 8.8) 4( 5.9) 68(100，0) 11.6 
1t 6 6( 7.3) 19(23，2) 26(31.7) 18(22.0) 13(15.9) 82(100，0) * 
40 4 6(18.8) 14(43.7) 6 (18.7) 5(15.6) 1 ( 3.1) 32(100.0) 4，85 
1t 代 ヰ三 6 2( 8.0) 8(32.0) 10(40.0) 5(20.0) 。(0.0) 25(100.0) 
50 4 7(25.9) 12(44.4) 4(14.8) 2( 7.4) 2 ( 7.4) 27(100.0) 4.18 
代 6 8(30.8) 8(30.8) 8(30.8) 2( 7.7) O( 0.0) 26(100，0) 
し
十:P < . 10， *: P < .05， * * : p <.01 
Table 39 小学校における記入前後の窓識の違い(項関⑬:内訳)
A B C 。 E X2 
男 王子 4 6( 6.5) 33(35.9) 46(50.0) 5( 5.4) 2( 2.2) 92 (100.0) 1. 94 
惚: '性 平 6 10(12.3) 25(30.9) 40(49.4) 4( 4.9) 2( 2.5) 81(100.0) 
5]Jj 女 王子 4 10(10.1) 29(29.3) 54(54.6) 6 ( 6.1) 。(0.0) 99 (100.0) 0.35 
'1: 王子 6 10(12.3) 25(30.5) 43(52.4) 4 ( 4.9) 。(0.0) 82(100.0) 
~ヨ事2 王子 4 3 (13 .6) 6(27.3) 10(45.5) 2 ( 9.1) 1 ( 4.5) 22(100.0) 2.90 
イJ止"， 理 6 2(10，5) 5(26.3) 7(36.8) 5(26.3) O( 0.0) 19(100.0) 
職 4 13 ( 7.5) 57(32.8) 93(53.4) 9( 5，2) 2 ( 1.1) 174(100.0) 2.36 
骨量 王子 6 18 (11. 8) 48 (31 ，4) 80(52.3) 5( 3.3) 2 ( 1.3) 153(100.0) 
20 王子 4 4 ( 6.7) 13 (21. 7) 40 (66.7) 3( 5.0) O( 0.0) 60(100.0) 11.3 
代 王子 6 8(25.0) 10 (31.3) 12 (37.5) 1 ( 3.1) 1 ( 3.1) 32(100.0) 本
年 30 平 4 4 ( 5.8) 27(39.1) 32(46.4) 5( 7.2) 1 ( 1.4) 69(100.0) 2.20 
1t 司Z 6 5( 6.2) 26(32.1) 6(56.8) 3( 3.7) 1 ( 1.2) 81 (100.0) 
40 守王 4 4(12.1) 15(45.5) 4 (42.4) 。(0.0) 。(0.0) 33(100.0) 1. 76 
代 代 :i.jZ 6 2( 8.0) 8(32.0) 15 (60.0) 。(0.0) 。(0.0) 25(100.0) 
50 王子 4 3 (11.1) 8(29.6) 12(44.4) 3 (11.1) 1 ( 3.7) 27(100.0) 1.45 
代 王子 6 4(15.4) 8(30.8) 10(38.5) 4 (15，4) O( 0.0) 26(100.0) 
ヰ2 ・ p< .05 
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( 4 )記入後における小学・中学の意識の違い(性
別・役職JIJ・壬f.1-tJIJ) 
次に，記入後における小学校教師と中学校教師
の意識の違いをより詳細にみるために，性別・役
職JIj・年代別にX2検定を行ったものが，Table 40 
-Table 50である。
Table 40より，項目①①(編成と保存期間)で
は， 40代教師において小学校と中学校の有意差が
ある。すなわち， AやDt土中学校の方が多く， B 
やCt土小学校の方が多しこの年代では中学校教
師の方が評髄にばらつきが大きいといえる。
Table 41より，項目②②(保護者情報の臨略化)
では，一般職教師において傾向差がある。すなわ
ち， AやBは小学校の方が多いが， C， D， Eは
中学校の方が多く，一般職では小学校教師の方が
好意的評儲をしている。
Table 42より，項目③③(学籍備考の削除)で
は， 20代教師以外はすべて有意差がある。これら
はすべて大体において， AやBは中学校の方がお
おく， C， D， E は小学校の方が多いという結果
である。すなわち，全体でも0.1%水準の有意差が
あった (Table17参照)ように，中学校教ilの方
が全般的に好意的評価をしているといえる。
Table 43より，項目④④(学習の構成)では，
いずれの場合も有意差はない。
Table 44より，填目⑦⑥(観点のJI表序)では，
男性教師においてのみ有意差がある。すなわち，
At土中学校の方が多く， CやEは小学校の方が多
く，男性では中学校教師の方が好意的評舗をして
いる。
Table 45より，項目⑧⑦(観点の評価方法)で
比一殻職教師において有意葦があり，女性教師
と40代教師において傾向差がある。これらの場合，
いずれにおいても Cは小学校の方が多いが， Dや
Et土中学校の方が多く，中学校教師の方が非好意
的評価をしているといえる。このことは，全体で
も5%水準の有意差がでている (Table20参
照)。
Table 46より，項目⑬⑧(特活の構成)では，
いずれの場合も有意差はない。
Table 47より，項自⑪⑨(行動の名称と構成)
では，女性教師において有意差があり，一般職教
師において傾向葉がある。女性ではAやCは小学
校の方が多く， Bは中学校の方が多いが， どちら
の方が好意的であるかは一概にいえない。一般職
ではAやEは小学校で多いが， Bt立中学校の方が
多く，小学校教師の方が評価のばらつきが大きい
ようである。
Table 48より，項目⑫⑮(行動の詳備方法)で
は， 20代教~市において有意差があり，一殻職教師
と50代教師において傾向差がある。 20代ではAや
B は小学校の方が多いが， C， D， Et土中学校の
方が多く，小学校教師の方が好意的である。一般
]械でもAは小学校の方が多いが， CやDは中学校
の方が多く，小学校教師の方が好意的である。し
かし， 50代では逆にAやBは中学校の方が多いが，
Cは小学校の方が多く，中学校教師の方がより好
意的であるといえる。
Table 49より，項目⑬⑫(諸事項の新設)で
は，女性教師，一殻戦教師， 30代教師において有
意葦がある。これらはいずれの場合もA，B， C 
l立中学校の方が多く， DやEは小学校の方が多い
という結果であり，中学校教舗の方が好意的評価
をしているといえる。このことについては，全体
においても0.1%水準で有意差があったところで
ある (Table24参照)。
Table 50より，項目⑪⑬(標準検査の削除)で
は，管理職教師においてのみ有意差がある。すな
わち， Aは中学校の方が多いが， CやDは小学校
の方が多く，管理職では中学校の方が好意的であ
るといえる。
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γable 40 記入後における小学・中学の意識の違い(項笥①①:内訳)
A B C D E X2 
5怒 21(25.6) 29(35.4) 21 (25.6) 6( 7.3) 5 ( 6.1) 82(100.0) 3.76 
性 '1iJ: 中学 24(19.7) 47(38.5) 28 (23.0) 18(14.8) 5 ( 4.1) 122(100.0) 
JIj 女 小学 14 (17 .5) 32 (40.0) 25 (31. 3) 5( 6.3) 4( 5.0) 80 (100.0) 3.53 
'1企 中学 13(17.1) 22(28.9) 27(35.5) 10(13.2) 4( 5.3) 76(100.0) 
小学 5(26.3) 11(57.9) 2(10.5) 1 ( 5.3) 。(0.0) 19(100.0) 1.51 
役12 7(35.0) 9(45.0) 2(10.0) 1 ( 5.0) 1 ( 5.0) 20 (100.0) 事官 31(20.4) 57(37.5) 45(29.6) 10( 6.6) 9 ( 5.9) 152(100.0) 6.32 31 (16.8) 62(33.5) 57(31.0) 27(14.7) 8( 4.3) 185(100.0) 
20 小学 7(22.6) 9(29.0) 12(38.7) 1 ( 3.2) 2 ( 6.5) 31(100.0) 5.08 
{.t:; 中学 4 ( 9.3) 10(23.3) 21(48.8) 6 (14.0) 2( 4.7) 43(100.0) 
:q. 30 小学 18(22.2) 28(34.6) 22(27.2) 8 ( 9.9) 5( 6.2) 81(100.0) 3.15 
代 中学 15(18.3) 34(41.5) 19(23.2) 12(14.6) 2 ( 2.4) 82(100.0) 
40 小学 1 ( 4.0) 15(60.0) 8(32.0) O( 0.0) 1 ( 4.0) 25(100.0) 9.98 
代 代 ，t1 学 7 (21. 2) 10(30.3) 9(27.3) 5(15.2) 2 ( 6.1) 33(100.0) * 
50 小学 7(26.9) 12(46.2) 4 (15.4) 2 ( 7.7) 1 ( 3.8) 26(100.0) 0.65 
{t:; 中学 10(25.0) 16(40.0) 7(17.5) 4 (10 .0) 3( 7.5) 40 (100.0) 
※J1fi 1=1①①は，小学校の項目@と中学校の項目①を指す(以下問機) 本 P< .05 
Table 41 記入後における小学・中学の慈識の違い(項自②②:内訳)
A B C D E X2 
男 小学 41(50.0) 21(25.6) 14(17.1) 6 ( 7.3) 。(0.0) 82(100.0) 5.94 
'1校 佼= 中学 43(35.2) 39(32.0) 25 (20.5) 12( 9.8) 3( 2.5) 122(100.0) 
2リ :り二 小学 34 (41. 5) 32(39.0) 12(14.6) 4 ( 4.9) O( 0.0) 82(100.0) 3.47 
'11 中学 29 (38.2) 24 (31.6) 15 (19.7) 7( 9.2) 1 ( 1.3) 76(100.0) 
t~ヨ伐" η 〆36.8) 4 (21.1) 4 (21.1) 4 (21.1) O( 0.0) 19(100.0) 4.98 
役 現 小学i3(15.0) 8(40.0) 6(30.0) 2 (10.0) 1 ( 5.0) 20(100.0) 
~ræ 小宇 72(46.8) 53(34.4) 23(14.9) 6( 3.9) o ( 0.0) 154(100.0) 10.1 
長支 中学 70(37.8) 57(30.8) 36(19.5) 19(10.3) 3 ( 1.6) 185(100.0) 時ト
20 小学 16(50.0) 8(25.0) 7 (21. 9) 3( 3.1) 。(0.0) 32(100.0) 2.89 
代 ':11 学 14(32.6) 13(30.2) 12(27.9) 4 ( 9.3) o ( 0.0) 43(100.0) 
年 30 小学 38(46.3) 29(35.4) 11 (13.4) 4( 4.9) O( 0.0) 82(100.0) 3.16 
{-¥:; 中学 34 (41. 0) 28(33.7) 11 (13.3) 9 (10.8) 1 ( 1.2) 83(100.0) 
40 小学 13(52.0) 8(32.0) 4(16.0) o ( 0.0) o ( 0.0) 25(100.0) 4.73 
代 {-¥:; 中学 12(37.5) 
1 1 (340紛心ω1 ! 4 (12 5) 
4 (12.5) 1 ( 3.1) 32(100.0) 
50 小学 8(30.8) 9(34.6) I 5(19.2) 4(15.4) o ( 0.0) 26(100.0) 3.99 
{t:; 中学 12(30.0) 12(30.0) I 12(30.0) 2 ( 5.0) 2 ( 5.0) 40(100.0) 
十:P < .10 
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γable 42 記入後における小学・中学の意識の違い{項関③③:内訳)
A B C D E X2 
lJ  小学 12 (14.6) 31(37.8) 27(32.9) 7( 8.5) 5 ( 6.1) 82 (100.0) 10.1 
'1: '1: 中学 28(23.3) 50 (41. 7) 35(29.2) 7( 5.8) 。(0.0) 120(100.0) * 
5JI tJ:. 小学 8( 9.9) 22(27.2) 34(42.0) 12(14.8) 5( 6.2) 81 (100.0) 16.0 
'1: 11 -'I士 16 (21.1) 29(38.2) 29(38.0) 2 ( 2.6) 。(0.0) 76(100.0) ** 
人f官、~; 小学 4 (21.1) 4 (21.1) 8(42.1) 2 (10.5) 1 ( 5.3) 19 (100.0) 10.4 
役 :f!l 中学 9(45.0) 9(45.0) 2 (10.0) 。(0.0) 。(0.0) 20 (100.0) * 
1mま 小学 17(11.1) 52(34.0) 56(36.6) 18(11.8) 10( 6.5) 153(100.0) 20.8 
先立 1:" 学 36(19.7) 74(40.4) 63(34.4) 10( 5.5) 。(0.0) 183 (100.0) キ**
20 小学 3 (11. 5) 8(30.8) 9 (34.6) 4 (15.4) 2 ( 7.7) 26(100.0) 7.70 
1¥，; 中学 6(14.3) 17(40.5) 18(42.9) 1 ( 2.4) 。(0.0) 42(100.0) 
王子 30 小学 11 (13.4) 22 (26.8) 35(42.7) 7( 8.5) 7 ( 8.5) 82 (100 .0) 10.3 
1¥，; 中学 13(15.7) 34 (41. 0) 31 (37.3) 5( 6.0) 。(0.0) 83(100.0) * 
40 小学 2( 8.0) 10(40.0) 9 (36.0) 3 (12.0) 1 ( 4.0) 25 (100.0) 9.75 
f¥，; 1¥，; 中学 11(35.5) 10(32.3) 10(32.3) 。(0.0) 。(0.0) 31(100.0) P主
50 小学 3 (11. 5) 7(26.9) 10(38.5) 5(19.2) 1 ( 3.8) 26 (100.0) 11.4 
代 中学 13(32.5) 18(45.0) 5 (12.5) I 4(10.0) 。(0.0) 40(100.0) * 
ネ P<.05，* * : P<.Ol， * * 司 P< .01 
Table 43 記入後における小学・中学の意識の違い(項白骨⑨:内訳)
A B C D E X2 
lJ1 小学 11 (13.4) 29(35.4) 32(39.0) 5( 6.1) 5( 6.1) 82 (100.0) 3.37 
'1ヴ; '11: 1" '1: 17(13.8) 36 (29.3) 46(37.4) 17(13.8) 7( 5.7) 123 (100.0) 
'jJJj 女: 小学 8(10.0) 19(23.8) 42(52.5) 10(12.5) 1 ( 1.3) 80(100.0) 7.50 
'1: 中学 4( 5.4) 16凶計35(47.3) 11(14.9) 8(10.8) 74(100.0) 
'[8; 小学 6 (31. 6) 9(47.4) I 4(21.1) o ( 0.0) 。(0.0) 19(100.0) 1.77 
j支 理!~ 中学 7(35.0) 10(50.0) 2(10.0) 1 ( 5.0) 。(0.0) 20(100“0) 
l!fa 小学 14( 9.2) 42 (27.6) 75(49.3) 15( 9.9) 6( 3.9) 152 (100.0) 6.77 
先立 中学 14 ( 7.6) 45(24.5) 79(42.9) 30(16.3) 16( 8.7) 184 (100.0) 
20 小学 3( 9.7) 5 (16 .1) 18 (58 .1) 5(16.1) 。(0.0) 31 (100.0) 3.55 
1¥，; 中学 2( 4.7) 12 (27.9) 21 (48.8) 6(14.0) 2 ( 4.7) 43(100.0) 
王手 30 小 ~lと 7( 8.6) 24 (29.6) 39(48.1) 7( 8.6) 4( 4.9) 81 (100.0) 4.07 
代 1" 学 3( 3.6) 24(28.9) 37(44.6) 14(16.9) 5 ( 6.0) 83(100.0) 
40 小学 2( 8.0) 7(28.0) 14(56.0) O( 0.0) 2( 8.0) 25 (100.0) 6.96 
代 代 中学 5(15.2) 11(33.3) 9(27.3) 4(12.1) 4 (12 .1) 33(100.0) 
50 小学 7(26.9) 11(42.3) 6 (23.1) 2( 7.7) 。(0.0) 26(100.0) 4.41 
1¥，; 中学 11(28.9) 10(26.3) 8 (21.1) I 5(13.2) 4(10.5) 38 (100.0) 
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Table 44 記入後における小学・中学の意識の違い(項§⑦⑧:内訳)
A B C D E X2 
5ち 小学 11 (13.4) 26 (31. 7) 29(35.4) 6( 7.3) 10(12.2) 82(100.0) 12.0 
性 '性 中学 35 (28.5) 41(33.3) 33(26.8) 10 ( 8.1) 4( 3.3) 123(100.0) 平
JIj 女 小学 12(14.6) 24(29.3) 36(43.9) 6( 7.3) 4( 4.9) 82 (100.0) 4.74 
性 中学 14(18.4) 21(27.6) 24 (31. 6) 8(10.5) 9(11.8) 76(100.0) 
タ目2勾 小 学 5 (26.3) 6 (31. 6) 8(42.1) 。(0.0) 。(0.0) 19(100.0) 3.68 
役 主 中学 9(45.0) 8(40.0) 3(15.0) 。(0.0) 。(0.0) 20 (100.0) 
l隙 小学 20(13.0) 48 (31. 2) 59(38.3) 12( 7.8) 15 ( 9.7) 154(100.0) 6.89 
ゴ竺 中学 41(22.0) 59 (31. 7) 55(29.6) 18 ( 9.7) 13( 7.0) 186(100.0) 
20 3( 9.4) 10 (31. 3) 16(50.0) 3( 9.4) 。(0.0) 32 (100.0) 5.82 
代 中学 9(20.9) 16(37.2) 11(25.6) 6(14.0) 1 ( 2.3) 43(100.0) 
:tf. 30 小学 12(14.6) 26 (31. 7) 27(32.9) 6( 7.3) 11 (13. 4) 82(100.0) 2.93 
1¥:; 1:" 学 16(19.3) 27(32.5) 28(33.7) 7( 8.4) 5( 6.0) 83 (100.0) 
40 小学 3(12.0) 9(36.0) 10(40.0) 1 ( 4.0) 2 ( 8.0) 25(100.0) 4.57 
ft 1t f:Jl ~'j士 9(27.3) 7 (21. 2) 9(27.3) 3( 9.1) 5(15.2) 33(100.0) 
50 小学 5(19.2) 7(26.9) 11(42.3) 1 ( 3.8) 2( 7.7) 26 (100.0) 4.06 
{-¥:; 中学 15(37.5) 12(30.0) 9(22.5) 2( 5.0) 2( 5.0) 40(100.0) 
* P < .05 
γable 45 記入後における小学・中学の意識の違い(項目篭⑦:内訳)
A B C D E 百十 X2 
男 小学 10(12.2) 17 (20.7) 42 (51.2) 6 ( 7.3) 7( 8.5) 82(100.0) 6.05 
性 f企 中学 15 (12.2) 28 (22.8) 46 (37.4) 21(17.1) 13(10.6) 123(100.0) 
5J1j /;J.: 司 8 ( 9.8) 15(18.3) 38(46.3) 15(18.3) 6( 7.3) 山 r:H9.22 '性 2 ( 2.6) 15(19.7) 25(32.9) 23(30.3) 11(14.5) 76(10 十
lji'f 小学 4 (21.1) 7(36.8) 8(42.1) o ( 0.0) O( 0.0) 19(100.0) 1.31 
役 理 中学 5(25.0) 10(50.0) 5(25.0) 。(0.0) O( 0.0) 20(100.0) 
I政 小学 15( 9.7) 29(18.8) 75(48.7) 21 (13.6) 14( 9.1) 154(100.0) 10.5 
般 中学 15( 8.1) 34(18.3) 66(35.5) 46 (24.7) 25(13.4) 186(100.0) * 
20 小学 4(12.5) 6(18.8) 16(50.0) 6(18.8) 。(0.0) 32(100.0) 5.49 
代 中学 2 ( 4.7) 8(18.6) 17(39.5) 12(27.9) 4 ( 9.3) 43(100.0) 
主ド 30 小学 7( 8.6) 12(14.8) 40(49.4) 10 (12.3) 12(14.8) 81(100.0) 5.64 
1-t 中学: 5( 6.0) 16 (19.3) 30(36.1) 20 (24 .1) 12(14.5) 83 (100.0) 
40 小学 1 ( 4.0) 7(28.0) 15(60.0) 2( 8.0) 。(0.0) 25(100.0) 8.10 
代 代 中学 4 (12.1) 5(15.2) 13(39.4) 7 (21. 2) 4 (12 .1) 33(100 
50 小学 6(23.1) 10(38.5) 6 (23.1) 2( 7.7) 2( 7.7) 26 (100.0) 1.13 
代 中学 9 (22.5) 12(30.0) 9 (22.5) 6(15.0) 4 (10.0) 40(100.0) 
十:P < .10，本:P < .05 
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γable 46 記入後における小学・中学の意識の違い(項目。⑥:内訳)
A B C D X2 
努 12 (14.6) 27(32.9) 25(30.5) 13(15.9) 58 E 6 15 1 82 剖計M 1川 0) 1.10 
'11: 'It{: 中学
15(1222I13)1321511122  5 85) 
45(36.6) 20(16.3) 100.0) 
Bサ 一i丈 小学  6.2) I 2( .9 31 (38.3) 19(23.5) 5( 6.2) 81 (100.0) 3.04 
'I{: 中学 1 ( 1.3) I 21(27.6) 31(40.8) 20(26.3) 3( 3.9) 76 (100.0) 
il¥; 小学 5(26.3) I 11(57.9) 3(15.8) 。(0.0) 。(0.0) 19 (100.0) 2.79 
役 坦j~ 中学 9(45.0) 8(40.0) 2(10.0) 。(0.0) 1 ( 5.0) 20 (100.0) 
戦 小学 12 ( 7.8) 40(26.1) 57 (37 .3) 33 (21. 6) 11 ( 7.2) 153 (100.0) 1. 97 
育支 中学 9( 4.8) 50(26.9) 76 (40.9) 41(22.0) 10 ( 5.4) 186(100.0) 
20 小学 3 ( 9.7) 5 (16.1) 16(51“6) 7(22.6) 。(0.0) 31 (100.0) 2.42 
代 小学 2 ( 4.7) 10(23.3) 18(41.9) 12(27.9) 1 ( 2.3) 43 (100.0) 
Jf. 30 4( 4.9) 20 (24 .4) 30(36.6) 19(23.2) 9 (11.0) 82 (100.0) 2.32 
代 中学 4( 5) 38(45.8) 19(22.9) 5( 6.0) 83 (100.0) 
40 小学 3(12.0) 11(44.0) 6(24.0) 4(16.0) 1 ( 4.0) 25 (100.0) 5.03 
11;' 代 rb ;--:_1j~ 。(0.0) 13(39.4) 11(33.3) 6(18.2) 3 ( 9.1)子お
5(19.2) 14(53.8) 4(15.4) 2 ( 7.7) 1( 3.8) I 26(100.0) 1.63 I 50 
代 1' 学| 10(25.0) 17(42.5) 10(25.0) 2( 5.0) 1 ( 2.5) I 40 (100.0) 
Table 4フ 記入後における小学・中学の意識の違い(項箆⑮⑨:内訳)
A B C D E X2 
5ろ ノj、学 14(17.1) 34(41.5) 19(23.2) 10(12.2) 5 ( 6.1) 82(100.0) 7.56 
理主 '1生 中学 13(10.7) 49(40.5) 45(37.2) 12( 9.9) 2 ( 1.7) 121(100.0) 
5J1j i;:， 小学 10(12.5) 24(30.0) 37(46.3) 7( 8.8) 2( 2.5) 80(100.0) 12.3 
'1;1: 中学 3( 4.0) 41 (54. 7) 22 (29.3) 8 (10. 7) 1 ( 1.3) 75(100.0) * 
信二 小学 7(36.8) 9(47.4) 3(15.8) O( 0.0) O( 0.0) 19(100.0) 5.19 
役 芳I~ 中学 8(40.0) 5(25.0) 3(15.0) 4(20.0) O( 0.0) 20(100.0) 
l殺 小学 17(11.2) 55(36.2) 56(36.8) 17(11.2) 7( 4.6) 152 (100.0) 9.47 
産党 中学 9 ( 4.9) 87(47.5) 67 (36.6) 17( 9.3) 3 ( 1.6) 183(100.0) 寸叩
20 小学 5 (16 .1) 10(32.3) 14(45.2) 1 ( 3.2) 1 ( 3.2) 31 (100.0) 4.10 
代 中学 2( 4.8) 18(42.9) 17(40.5) 4 ( 9.5) 1 ( 2.4) 42(100.0) 
年 認昨ミ 9 (11. 0) 31(37.8) 28(34.1) 10(12.2) :評工需 6.00 2 ( 2.4) 35(42.7) 34(41.5) 9(11.0) 
40 小学 1 ( 4.0) 11 (44.0) 9(36.0) 3(12.0) 3.10 
代 代 中学 2 ( 6.1) 20(60.6) 9 (27.3) 2 ( 6.1) o ( 0.0) 33 (100.0) 
50 小学 7(28.0) 10(40.0) 4(16.0) 3(12.0) 1 ( 4.0) 25(100.0) 1.93 
代 中学 9(23.1) 17(43.6) 8(20.5) 5(12.8) 。(0.0) 39 (100.0) 
+: P<.lO， *: P<.05 
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γable 48 記入後における小学@中学の意識の違い(項蕊⑬⑮:内訳)
A B C D E X2 
男 小学 22(26.8) 35 (42.7) 15(18.3) 7 ( 8.5) 3( 3.7) 82(100.0) 2.00 
七1: '1咲 中学 24(19.7) 56(45.9) 25(20.5) 14 (11. 5) 3( 2.5) 122 (100.0) 
B司 女 小学 20 (24.7) 39(48.1) 12(14.8) 8 ( 9.9) 2( 2.5) 81(100.0) 5.33 
'i!J: 中学 9(11.8) 38(50.0) 14(18.4) 11(14.5) 4( 5.3) 76(100.0) 
PrJ口~; 小学 4 (21.1) 9(47.4) 6 (31. 6) 。(0.0) 。(0.0) 19(100.0) 5.57 
fノAVL 理 中学 7(35.0) 11(55.0) 1 ( 5.0) 1 ( 5.0) 。(0.0) I 20(100.0) 
車五 小学 40 (26.1) 70(45.8) 23(15.0) 15( 9.8) 5( 3.3) 153(100.0) 8.31 
先1PL I:!" 学 28 (15 .1) 84(45.4) 40 (21. 6) 26(14.1) 7( 3.8) 185(100.0) トー
20 小学 11(35.5) 12 (38. 7) 5(16.1) 3( 9.7) O( 0.0) 31 (100.0) 12.5 
1¥': 中学 4( 9.3) 13(30.2) 11 (25.6) 11 (25.6) 4 ( 9.3) 43(100.0) ネ
年 30 22(26.8) 35(42.7) 12(14.6) 8( 9.8) 5 ( 6.1) 82(100.0) 7.31 
代 中学 13(15.9) 40(48.8) 20 (24.4) 8( 9.8) 1 ( 1.2) 82(100.0) 
40 小学 4(16.0) 16(64.0) 4(16.0) 1 ( 4.0) 。(0.0) 25(100.0) 4.58 
代 1¥': 中学 6(18.2) 14(42.4) 6(18.2) 5(15.2) 2 ( 6.1) 33(100.0) 
50 小学 5(19.2) 12(46.2) 7(26.9) 2 ( 7.7) 。(0.0) 26 (100.0) 6.54 
{¥': 中学 10(25.0) 25 (62.5) 2 ( 5.0) 3 ( 7.5) 。(0.0) 40 (100.0) トー
十:P < . 10，*: P < .05 
Table 49 記入後における小学・中学の意識の違い(項目⑬⑬:内訳)
A B C D E X2 
!J3 小学 13(15.9) 28(34.1) 26 (31. 7) 9 (11. 0) 6( 7.3) 82(100.0) 4.09 
性 世1: 中学 20(16.7) 44(36.7) 40(33.3) 14 (11. 7) 2 ( 1.7) 120(100.0) 
'iJl] 女 小学 7( 8.5) 12(14.6) 32(39.0) 22 (26.8) 
S 01111ω9ω~ 82(100.0) 20.9 {金 中学 9 (12 .0) 23 (30.7) 37(49.3) I 5( 6.7) 75(100.0) I * * * 
管
日冊。)
8 (42.1) 4 (21.1) O( 0.0) 19(100.0) 3.16 
役 :尽! 7(35.0) 1 ( 5.0) 。(0.0) 。(0.0) 20 (100.0) 
]倣 4) 36(23.4) 58(37.7) 31(20.1) 16(10.4) 154 (100.0) 21.3 
f投 中学 20 (11. 0) 64(35.2) 76 (41. 8) 19(10.4) 3 ( 1.6) 182(100.0) *** 
20 小学 2 ( 6.3) 7 (21. 9) 16(50.0) 4(12.5) 3( 9.4) 32(100.0) 2.03 
{.¥，: 中学 2( 4.7) 11 (25.6) 24(55.8) 5(11.6) 1 ( 2.3) 43(100.0) 
王子 30 小学 6 ( 7.3) 19(23.2) 26 (31. 7) 18(22.0) 13(15.9) 82(100.0) 17.8 
代 中学 7 ( 8.6) 27(33.3) 38(46.9) 8( 9.9) 1 ( 1.2) 81(100.0) ** 
40 小学 2 ( 8.0) 8(32.0) 10(40.0) 5(20.0) 。(0.0) 25 (100.0) 4.54 
{.¥，: 1¥': 中学 4(12.9) 15(48.4) 9 (29.0) 2( 6.5) 1 ( 3.2) 31 (100.0) 
50 小学 8(30.8) 8(30.8) 8(30.8) 2 ( 7.7) 。(0.0) 26(100.0) 4.61 
代 中学 17(42.5) 15 (37.5) 4(10.0) 4(10.0) 。(0.0) 40(100.0) 
* * P<.01， * * * P<.001 
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Table 50 記入後における小学・中学の意識の違い(項昆⑬⑬:内訳)
A B C 
男 小学 10(12.3) 25(30.9) 40(49.4) 
'1  '1笠 中学 25(20.5) 37(30.3) 52(42.6) 
JIj 女 小学 10(12.3) 25(30.5) 43(52.4) 
ぞ1: 中学 9 (11. 8) 28(36.8) 33 (43.4) 
'臼' 小学 2 (10.5) 5(26.3) 7(36.8) 
役 羽! r:f~' ~'t 11 (55.0) 4(20.0) 2 (10.0) 
]誌l 小学 18 (11. 8) 48 (31. 4) 80(52.3) 
先生 中学 24(13.0) 63(34.1) 86(46.5) 
20 小学 8 (25.0) 10 (31. 3) 12(37.5) 
代 中学 4( 9.3) 13(30.2) 24(55.8) 
1三 30 小学 5 ( 6.2) 26(32.1) 46(56.8) 
{t 中学 7( 8.4) 32(38.6) 40(48.2) 
40 ノj、常 2 ( 8.0) 8(32.0) 15(60.0) 
{t 1t 中学 6(18.8) 11 (34.4) 12(37.5) 
50 ノj、学 4 (15.4) 8(30.8) 10(38.5) 
代 17(42.5) 7 (17.5) 10(25.0) 
おわりに
以上，小学校教師会体や中学校教師会体でもい
くつかの項院において，新指導要録記入前と記入
後や小学校教師と中学校教師の間で有意差や傾向
差がみられているが，有意差や傾向差がない場合
でも，詳細な分析をしてみると，被験者集団によっ
ては有意差や傾向差がみられる項目が少なくない
ことが分かった。ただ，こうした意識の差がなぜ
生じたのかについては，必ずしも明らかではない。
こうした点を解明していくのが，今後の課題であ
るといえる。
さらに，今剖の指導要銭改訂を受けて，小学校
や中学校の通知表にいかなる変化が起こっている
のかを，今後とも調査を続けていきたいと思う。
D E X2 
4( 4.9) 2( 2.5) 81(100.0) 3.32 
7( 5.9) 1 ( 0.8) 122(100.0) 
4( 4.9) 。(0.0) 82(100.0) 3.32 
4( 5.3) 2( 2.6) 76(100.0) 
5(26.3) O( 0.0) 19(100.0) 9.30 
3(15.0) 。(0.0) 20(100.0) 本
5( 3.3) 2 ( 1.3) 153(100.0) 1.43 
9 ( 4.9) 3 ( 1.6) 185(100.0) 
1 ( 3.1) 1 ( 3.1) 32(100.0) 5.56 
2 ( 4.7) O( 0.0) 43(100.0) 
3 ( 3.7) 1 ( 1.2) 81(100.0) 1.35 
3( 3.6) 1 ( 1.2) 83(100.0) 
o ( 0.0) O( 0.0) 25(100.0) 5.02 
2( 6.3) 1 ( 3.1) 32 (100.0) 
4 (15.4) 。(0.0) 26(100.0) 6.55 
5(12.2) 1 ( 2.5) 40(100.0) 
ネ P< .05 
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